
別表第４ 

専攻科の教育方針と育成すべき人材像（教育目標） 

 

機械系、電気・電子・情報系、化学を基礎とした材料工学・生物工学・化学工学等

の分野、及び建築学の諸分野の基礎学力の育成と各専門性を深めつつ、技術の複合

化・高度化の進む産業社会に柔軟に対応できる人材の養成を目指す。  

具体的には１）工学理論のみでなく、実験・実習、実学に裏付けされた技術者の育

成。２）専門分野を持ちながらも他分野も見通せる複眼的なものの見方や考え方が

できるフレキシビリティのある技術者の育成であり、そのため、専門分野の習熟と

共に、共通科目を設け、複眼的で柔軟なものの見方の修得を目指す。  

 

 

 

 


